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〈事業進捗と事業評価の流れ（公共事業（直轄事業等））〉

事業評価の流れについて

事業実施 供用計画段階

（５年継続）

（３年未着工）※ （再評価後５年経過毎） （完了後５年以内）

（新規事業採択） （着工） （完了）

計画段階評価 新規事業採択時評価 再評価 事後評価
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計画段階評価

新規事業採択時評価

再評価

完了後の事後評価

新規事業採択時評価の前段階において、政策目標を明確化した上で、

概ねのルートの位置や基本的な道路構造等の比較・評価を行うもの。

新規事業の採択時において、費用対効果分析を含め、総合的に実施するもの。

事業継続にあたり、必要に応じて見直しを行うほか、事業の継続が適当と
認められない場合には事業を中止するもの。

事業完了後の事業の効果、環境への影響等の確認を行い、必要に応じて、
適切な改善措置、同種事業の計画・調査のあり方等を検討するもの。

※：未着工が継続する事業は３年
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第三者委員会
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※必要がある場合

第三者委員会
（中部地方小委員会）
（事業評価部会）
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中部地方小委員会の位置付けについて

■小委員会の事務【中部地方小委員会運営規則（第２条）】

１ 直轄事業の事業評価など地方における道路事業の効率的な実施に関し、中部地方整備局
（以下「整備局」という。）からの報告を受けること。

２ 整備局の報告に対し意見がある場合には、分科会長に対してその具申を行うこと。

社会資本整備審議会 道路分科会 中部地方小委員会

中部地方整備局
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計画段階評価対象区間

■計画段階評価

中部縦貫自動車道（平湯～日面）
広域図 拡大図
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ちゅうぶ じゅうかん ひらゆ ひよも

飛騨清見IC
高山西IC

高山IC

平湯IC

岐阜県

飛騨市

41

41

158

361

471

158

富山県

H16～H19開通

高山清見道路
２４．７ｋｍ

下呂市

（丹生川ＩＣ）

中ノ湯IC

長野県

158

H9開通

至松本

安房峠道路
５．３ｋｍ

評価対象区間

日面

凡 例

高規格道路

直轄国道

補助国道

開通済み（4車線以上）
開通済み（2車線以上）
事業中

開通済み（4車線以上）
開通済み（2車線以上）
事業中

開通済み（4車線以上）
開通済み（2車線以上）

至富山

至南砺市

至美濃市 至加茂郡

41

（）書きのIC名称は仮称

に ゅ う か わ

ひ よ も

ひ ら ゆ

な か の ゆ

ひ だ き よ み

あ ぼ う とうげた か や ま き よ み

ひ だ

たかやま

たかやまにし

高山市
たかやま

げ ろ
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